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和 楽 演 奏 

琴 ６０ 慰 問 

・・・懐かしい 生演奏 に 惜しみない 拍 手・・・ 
 

施設サービス課 渡邊 久子 

 

早くも走り梅雨を思わせるような うっとおしい天気が続いています。5 月 19 日(月)に

琴のボランティアグループ「琴６０」(代表 澤田勝美さま)の有志６名が慰問に来所して

くださりました。以前より 和楽演奏活動をされていましたが、コロナ禍でしばらく中断。

感染症が小康状態となり活動を再開され、是非 訪問したいと話を頂きました。入所の方々

にとって単調な生活を余儀なくされており、大変うれしく思います。 

 

私自身、琴と聞くと“大正琴”をイメージしていましたが、13 弦筝の搬入を見て驚きま

した。琴を置く台（筝立奏台）・椅子まで全て持参され、雨が降らなくて良かったなと思っ

たのは私だけ・・・。楽曲演奏は「さくら」から始まり「荒城の月」・「ふるさと」等 全

12曲連続演奏。たくさんの曲を楽しむ事が出来ました。よく知っている曲や懐かしい曲に、

口ずさんでおられる姿もお見受けしました。「HAPPY BIRTHDAY」で５月生まれの４名を祝福

してくださりました。 

 

アンコール隊長の小原 NS の掛け声で「さくら」をリクエスト演奏されました。惜しみな

い拍手が送られ お開きとなりました。利用者を代表して石原さまが「こんなに近くで 筝の

生演奏を鑑賞させていただき幸せです」と感想を述べられました。和楽器の音色の素晴らし

さを改めて感じる憩いの時間となりました。ご厚意に感謝申し上げます。ありがとうござい

ました。音楽鑑賞中の Photoを掲載します。 

 

「ゼニだっせ!」薬師如来も 指で円（ﾏﾙ） 

「もう 6時ィ」「耄碌ジジイとは 何だ」 

万博も オリンピックも 二度経験 

              令和 7年 小 満 

 

 

 

 

 

 

 

 


